
 

 

  
 

2019年 11月 20日 

各 位 

会 社 名 株式会社フリークアウト・ホールディングス 

代 表 者 名 代表取締役社長 Global CEO 本 田  謙 

（コード番号：6094  東証マザーズ） 

問 合 せ 先 取 締 役 C F O 永 井  秀 輔 

（ TEL. 03-6721-1740）  

 

(訂正 )持分法による投資損益、為替差損益、投資有価証券評価損、関係会社

株式評価損、貸倒引当金及び減損損失の計上並びに通期連結業績予想数値と

実績値との差異に関するお知らせ  

 

2019年 11月 14日に発表しました標記適時開示について、単位の記載に誤りがあることが開示後に判

明したため、下記のとおり訂正いたします。 

 なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

 

【訂正前】 

８.差異の理由 

 売上高、営業利益及び EBITDAにつきましては、2019年 9月 17日に開示した予想と大きな乖離は

ございません。経常利益につきましては、新規で取得した The Studio by CtrlShift Pte.LTDや

Playwire, LLCの償却費が増加したことと株式会社 Zealsを持分法適用関連会社化し、通期の持分

法による投資損益を一括して計上したことに伴い、予想を下回ることとなりました。 

 親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、従来予想値を公表しておりませんでしたが、

上記に加え、「３．投資有価証券評価損の計上」及び「６．減損損失の計上」に記載の特別損失の

計上等の影響により、2019年 9月期通期で△3,512万円となりました。 

 

【訂正後】 

８.差異の理由 

 売上高、営業利益及び EBITDAにつきましては、2019年 9月 17日に開示した予想と大きな乖離は

ございません。経常利益につきましては、新規で取得した The Studio by CtrlShift Pte.LTDや

Playwire, LLCの償却費が増加したことと株式会社 Zealsを持分法適用関連会社化し、通期の持分

法による投資損益を一括して計上したことに伴い、予想を下回ることとなりました。 

 親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、従来予想値を公表しておりませんでしたが、

上記に加え、「３．投資有価証券評価損の計上」及び「６．減損損失の計上」に記載の特別損失の

計上等の影響により、2019年 9月期通期で△3,512百万円となりました。 

 

以上 


